
 
 
 

 

 

 

 

   
      
    
 
 

 
長崎県子ども舞台芸術祭典は、1996 年にスタートし今年 30 周年を迎えました。 

全公演終了後の全体事後交流会はコロナ禍以降実施していませんでしたが、今年は 30
周年特別企画として久しぶりに各地の主催団体、創造団体、推進スタッフが一堂に会し
て開催しました。オープニングは OH オフィスの KURO さんによる華麗なパフォーマ
ンスに参加者一同魅了されました。 

 
そして、地域文化事業の山口事務局長が聞き手になり、
創造団体から 3 名と木下代表も加わってのトークセッショ
ン。テーマは「げき✕こども✕ちいきの可能性～私たちは
なぜ祭典を続けるのか～」役者で参加した三人班公演は子
どもたちとの真剣勝負だったと語られた劇団風の子九州の
仮屋祐一さん。あそびを通して会場の子どもたちと関わり
ながら進む独特の舞台は、まさにわくわくドキドキ、日常のあそびにもつながる魅力をいつも感じます。 

劇団風の子九州は長崎県祭典には第１回からの参加です。｢よくぞ 30 回続けてきて
くれました！｣とお褒めの言葉をくださったつげくわえさん(くわえ・ぱぺっとステ
ージ)。長崎県祭典の形に｢先見の明あり！｣とも。30 回を迎えるまでの道のりには
迷いや険しさもあり、それを心配してくださっていたからこそのこの言葉は本当に
心に沁みました。｢最初の頃は心配だった」と率直に話してくださった北村直樹さん
(人形芝居ひつじのカンパニー)。参加人数が何人なのかわからなかったり、想像以
上の観客数に急ぎ客席を追加したり、冷房がない所もあったり･･･。でも、毎年継続

していく中で“確実に進化している”と温かい言葉と気持ちで背中を押し続けてくださいました。すべての子
どもたちに生の舞台を届けたいという私たちの思いを創造団体の方はしっかり受けとめ、それぞれ祭典への深
い思いを語ってくださいました。若いお母さんたちと長年にわたり実行委員会を継続し、今やその子どもたち
が大きくなってスタッフの一員へと成長していると語った木下美和子さん。現在は地域文化事業の代表も務め
ながら島原の“とことこ劇を観る会”のメンバーでもあります。子どもの成長は早い！と続けていくことの大
切さを実感しています。 
祭典３０回の中で１年だけ中止を余儀なくされた 2020 年第 25 回祭典。この時期は劇団にとってもとても

苦しかったと皆さん同じように話されました。「文化芸術は不要不急なのか」｢必要とされていないのか｣と葛
藤の日々だったと。そして、まだまだコロナ禍が続いていた翌 2021 年第 26 回祭典は各地からの要望と推進
メンバーの強い意志で再開することができました。コロナ禍の子どもたちの心の状態を心配していた私たち
は、各地を公演してきた創造団体の皆さんから｢子どもたちが以前より爆発的に盛り上がっていた｣「みんな、
心待ちにしてくれていたことがビンビン伝わってきたよ」と聞き、こんな時こそ舞台を観ることはさらに必要
なんだとあらためて確信し、非常事態を乗り越え継続していく勇気をもらいました。 
 
“たびら子どもの未来を育てる会”の太田さんは自ら発信して平戸地域に祭典を広げています。会場発言で｢継
続する中で作品が会場の一人ひとりに伝わる観客数があると知った｣と言われました。またオンラインで参加し
た“みゅーでしゅーでかみしさ”の微笑さんは「昨年祭典を観て自分の地域でもやりたいと思い、今年公演を
実現できて良かった」と言われました。長崎県の祭典はたった一人の｢や
りたい｣という気持ちを実現できる素晴らしいしくみを創ってきたのだと
実感しました。｢私たちはなぜ祭典を続けるのか･･･｣と問われた時、いろ
いろな答えが返ってくるような気がします。でも、げきは人と人をつなぐ
ものだと思います。楽しいから笑顔になり、みんなと一緒に観るから楽し
さが何倍にも膨らむ。げきは、まさに地域の大事な交流の営みです。今年
は 44 公演が長崎県内で取り組まれました。まだ届いていない地域の子ど
もたちにも届けたい！と新たな気持ちが膨らんだ全体事後交流会でした。 

長崎県子ども舞台芸術祭典３０周年特別企画  

全体事後交流会 

「げき✕こども✕ちいきの可能性 

～私たちはなぜ祭典を続けるのか～」 
２０２５年８月１日（金）  13：30～15：30  

東彼杵総合会館 教育センター 大会議室 

 

  

  

 

 

 

子どもに夢を！たくましく豊かな創造性を！ 

すくらんぶる        
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活動情報  
10/２ 理事会 

10/6地域文化事業事務局会議 

10/24 県内例会調整会議 

劇場代表者会 

1１/１～１１ コーディネイト事業 

「ぷっかりぽっかり」 

11/9 学習交流企画 

     「仁科さん＆つげさんの 

トークライブ」 

11/22 共催事業 

   ｢バウムクーヘンとヒロシマ｣ 

１２/９ 理事会  

12/18 劇場代表者会 

    

 

 
 
 

 

 

 

 
 
 
     
 
 
 
 
 

 
 
 

 



★第３０回長崎県子ども舞台芸術祭典 閉幕★ 
２０２５年７月１７日～３１日、１１市７町、全３９日３７主催４４公演、総参加者数 6,139 名。 

ご支援ご協力くださったみなさま、本当にありがとうございました！ 各地域窓口ごとの報告です！ 

 

 

 

 

 

 

 

＜佐世保窓口＞ 
 
長崎県子ども舞台芸術祭典は、1996 年から開催され、今年 30 年目を迎えることができました。 
当時の佐世保市長 光武さん・児童文学者 斎藤きみ子さん・劇団風の子九州からのあたたかいメッセージを

読み返しながら、「子どものための演劇・人形劇 県内一斉 100 ステージ」（1 村 75 有人島）すべての子ども
たちに生の舞台を！と書かれたリーフレットに胸が熱くなりました。 

 
 今年度の県北地域の公演は、13 地域の皆さんに祭典を取り組んでいただくことができました。 
 1 回目からずっと継続できていた小佐々実行委員会がコロナ感染予防でお休みし、今年、久しぶりに公演がき
まり当日は“久しぶり～”の挨拶をかわし懐かしい気持ちでいっぱいになりました。 
 また、地域の中で人から人に繋げていくことが難しく、公演が途切れていた松浦で地域の皆さんの協力でお寺
のご住職と奥様、そして 5 歳の娘さんが祭典を復活させてくださったのも大きな喜びです。 
 31 回祭典に向けすでに動き始めた実行委員会もあります。酷暑の夏ですが、子どもたちや地域の皆さんに会
えることを楽しみに来年も創造団体とおじゃまします！！ 

                                                        （佐世保子ども劇場事務局 白川朱美） 
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      広がれ！長崎県子ども舞台芸術祭典！ 
        ～ 諫早窓口から見えた第３０回長崎県子ども舞台芸術祭典 ～ 

  「げき×こども×ちいき～考え方を変えるだけで溢れ出てくるみんなの元気～」という西上寛樹さんの講演会で、子どもた
ちにとって集うこと共感しあうことが、地域で育つ安心感に結び付く。そのひとつとして、この祭典には大きな意味があると
いう思いを実行委員会に伝えながら、大村市・諫早市合わせて３作品７実行委員会１０ステージが取り組まれた。実行委
員会の形は、地域実行委員会、学童実行委員会、諫早子ども劇場、それぞれ特徴ある取り組みが見えた。 

 
＜地域実行委員会＞ 

〇長崎県子ども舞台芸術祭典大村実行委員会〇  

第２２回から頑張ってきた実行委員長から第３０回は新
たな実行委員長が立ち、実行委員も倍に増やして動き出
した。ニューフェイスが加わることで活気づき、実行委員会
ではアイデアも活発に出ていた。会話の中で、共通の知り
合いがいたり、こっちに声をかけるから、こっちは任せるな
ど、共に取り組みを広げる力が沸き起こっている感じがあ
った。会場は今までとは違い、新幹線の駅に近い会場だっ
たが、かえって親子連れが参加しやすかったようだ。公演
当日に集い、ともに鑑賞するということも大事だが、当日
に向けて実行委員が集い、大村の子どもたちに思いをは
せて話し合う時間がこの取り組みで大切なところだと思っ
た。 

〇きてみんね！久山台実行委員会〇 
第９回に久山台子ども会が取り組んだことをきっかけ

に、第１２回から実行委員会を立ち上げ第３０回へと継続
している。特徴的なのは、毎年子ども会役員とともに実行
委員会をつくり、会議を積み重ね、子どもたちも巻き込ん
で当日を迎えるところだ。特に、子ど 
もたちに製作を任せている看板は、 
今年も素敵なものができ上がって 
いた。地域のイベントでもなかなか 
任されない司会やもぎりなども子 
どもたちは大人顔負けでやり遂げ 
てくれる。これは、自分たちの地域 
のコミュニティセンターで、地域の 
顔見知りの人たちとつくりあう空間 
の安心感があるからだと思った。 

＜学童の取り組み＞ 
諫早窓口での学童の取り組みは、単独でというもの

がなく、２つ以上の学童が協力して子どもたちに鑑賞の

機会をつくっている。 

特に「夢と笑顔の王国」は、第９回に有志学童の取り

組むことをきっかけに第１３回から実行委員会の形にし

て取り組んでいる。取り組みの前後に学童の全体会に

おいて祭典での子どもたちの様子を伝え、取り組む学

童の仲間を増やしている。複数の学童での取り組みは、

役割分担をすることができ、指導の仕方や子どもたちの

様子など刺激を受けあっているようだ。取り組みを重ね

ることで、先生たちの親交も深まっている。しかし、合同

でするには大型バスで移動する学童が出てくる。今日

大型バスのレンタル料が高騰し、取り組みの困難さを生

み出していることは間違いない。 

それでもなんとか子どもたちの観る機会は無くしたく

ないということで、第３０回では夢と笑顔の王国からもう

一つ実行委員会が誕生した。３つの小学校の学童が、

バス移動をしなくても集える公民館で取り組んだ。７月

に入ってから、もう少し参加者を広げたいということか

ら、新しい学童にも声をかけ参加が膨らんでいった。 

他にも喜々津小学校の４つのクラブの取り組み、御館

山小学校の４つのクラブの取り組みがあった。同じ小学

校に通う仲間と共に鑑賞できる機会になっている。 

複数の学童での取り組みも、充実した当日を迎える

ためには会議の積み重ねが大きいと感じる。それぞれの

学童の状況や子どもたちに思いをはせて担当する役割

を決め、様々な情報共有もスムーズにできていた。 

保護者の参加も促したいが、難しい社会状況がうか

がえる。その中で、子どもたちが舞台芸術と出会う機会

を力を合わせて大切につくりあげている指導員のみな

さんがいることを皆さんにお伝えしたい。 

〇諫早子ども劇場〇 
１０代の子どもたちが起こす事件のニュースを聞くたび

に、そういう行動に走らせるものは何なのか、周りの大人
は何ができたのか、子どもたちの声を聴くとはどういうこと
なのか考えてしまう。今命について考えるきっかけ、いや命
の誕生を喜び合えるきっかけとしてぴったりなのがこの作
品！ということで、珠玉の名作（と、諫早では言っている）
『あなたがうまれるまで』の取り組みを決めた。会員数より
遥かに多い集客をしなければいけなかったが、劇場の会
員はそれぞれ友だちや地域の人に声をかけ、懐かしい劇
場ＯＢたちも孫たちを連れて集い、当日は予想を上回る観
客数。誕生シーンでは、あちこちから「がんばれー」「ガン
バレー」という子どもたちの声が・・・。なんとも温かい公演
だった。 

 

 

                   諫早子ども劇場事務局 種吉 

彰子 
 

    

＜諫早窓口＞ 



 

 

 

 

 

 

＜ながさき窓口＞ 

県南地区：11主催 13ステージ 

【小江原会場（サクラがいく！！）】 

冒険に出る子どもを見守り応援する親の気持ち

がモチーフになっているとのことで、工夫された

緻密な演技でとても楽しい舞台でした。人形の

動きがとてもかわいく、子どもたちもとても盛り

上がっていました。 

●時津実行委員会 

小さな子どもから、年配の方まで、幅広い 

世代の方に楽しんでいただける内容でした。 

実際に、昼の部に学童保育の子どもたちが

鑑賞した後、その感動を伝えたのでしょうか、

夜の部には、その中の一人が母親と再び観

に訪れるほど、心に残るすばらしい作品だっ

たと思います。 

昼の部、夜の部共に、みなさん笑顔で「楽し

かった！！」との声を頂きました。 

 

 

【メルカつきまち会場（マイ･クロ･シアター）】 

午前・午後ともに開演と同時に子どもたちの盛り

上がりがすばらしく目を輝かせながらクロさんの世

界にどんどん前のめりになっていく姿が印象的で

した。参加の場面ではクロさんの優しさに会場が

包まれていくのを感じました。学童クラブの先生か

らは「引っ込み思案の子どもが手をあげていてビッ

クリしました」との嬉しい感想をいただきました。 

●三井楽バラモンキッズ実行委員会 

今年１３回目の取り組み。公演日決定

は遅れたものの参加者は過去最高の

１９０名。昨年から昼間の公演に切り

かえ、連休の最終日、イベントの競合

もなく、子ども未来課から登録者への

お知らせが出来たことでの快挙！ 

実行委員会では来年の開催を迷って

いたのもかかわらず思わず「来年もま

た来てね！」と言ってしまった実行委員

長でした。 

●長与子ども劇場実行委員会 

祭典での取り組みは２回目ですが、とても人気のある作品で、今回の

演目を決める話し合いでも「クロさんがいい！」「また観たい！」と声が

上がり決定しました。 

子どもたちを前に出してくれたり、並んで体験させてもらったり、参加

できる場面も多くて子どもたちは大喜びでした。 

途中の積み木のパフォーマンスが、じっと集中する静かな時間になっ

ていたのもよかったです。最後の光のショーは圧巻でした。 

●東長崎実行委員会 

３年連続で風の子九州の作品に取り

組みました。毎年参加の東長崎地域

の学童クラブ（４つ）が１７２名、劇場

会員を含め他が１７名の参加でした。

日頃から子どもたちも異年齢で交わ

っているながさき子ども劇場の東長

崎ブロック。今年は、ZOOM事前、全

体事後交流会ともに小さい子どもを

持つ実行委員さんが参加できたのも

嬉しかったです。 

 
 

●スマイル実行委員会 

「スマイルⅠ･Ⅱ･Ⅲ」で３公演にチャレンジ！ 
 
【市立図書館会場（あなたがうまれるまで）】 

スマイル実行委員会として初めて土曜日に親子

向けに取り組みました。「キライキライちょっとス

キ」から子どもたちがお二人の動きや人形の動

きに反応して笑い、とてもよい雰囲気で「あなた

がうまれるまで」を観ることができました。お腹

の中の赤ちゃんが「待っている人がいるからうま

れたい」と言って生まれてくるシーンに、子ども

たちも自分をふり返ったり、元気をもらっていた

らうれしいなと思いました。 

県祭典３０年を振り返ると、その間ずっと欠かさず開催を続けてきた地域実行

委員会もあれば、途中で名称や形態が変わったり、しばらく休んでまた再開した

りといろいろな地域があります。それでも３０年祭典が続いてきたからこそ、「また

取り組む」ことを保障できるのだと思います。「０歳からの文化権の保障」に取り

組む主管の県連をはじめ、力を合わせてきた県内の子ども劇場、地域の実行委

員会など主催団体の皆さんに、心からの敬意と拍手をおくりたいと思います！ 

県南地区は、ながさき子ども劇場が窓口となり、「地域スタッフ会」を開きなが

ら祭典の取り組みを推進しています。「げき」に出会い感激する子どもたちの育

ち、その場が創り出す共感など、生の舞台の魅力を知り尽くしたメンバーがスタ

ッフとして各地の公演をサポートしています。ホールなど大きな会場での公演と

違い、祭典公演は小さな会場で演者との距離も近く、表現のやり取りも近くなる

ため、取り組む実行委員さんの手応えがとても身近なものになり、その分充実感

や楽しさが増します。またその場を共にする子どもたちの成長も見合えるので、

ぜひ継続した取り組みがおすすめです！ 地域での顔が見える祭典の取り組み

を子どもたちと共に積み重ね、文化のバトンをつないでいけたらと思います！  

人と比較したりされたり、点数や勝ち負けではない、フラットで楽しい共感の場、

生の舞台公演がつくりだす場と体験をこれからも広げていきたいと思います！ 
 
（※ここでは、学童クラブ公演をのぞく５つの実行委員会の声を紹介します） 

                               ながさき子ども劇場事務局・中村結花 



◆舞台コーディネイト事業(11/１～11) 全８公演実施予定  乳幼児作品「ぷっかりぽっかり」（くわえ・ぱぺっとステージ） 

<県連窓口> 

県連窓口では、４作品６主催８公演を実施しました。取り組みの形は、地域の実行委員会、子ども劇場主催、保育
園主催、教育委員会主催など異なりますが、子どもたちに生の舞台を観る機会をつくり続けたいと、地域の方々と連
携した取り組みの工夫で、地域に文化の種をまき続けています。 
 
☆地域の文化の灯をともし続けて♪     

壱岐子ども劇場では、地元高校のヒューマンハート部の皆さんが当日の受付や会場係として関わってくれました。
また、子どもたちが参加しやすいようにと子どもの参加費無料を祭典で初めて挑戦されました。当日は予想を上回る
参加者の皆さんと「にっこりぽっかり座」を楽しみ、会場を出る子どもたちの“変顔”を楽しむ姿をたくさん見られたよ
うです。対馬市教育委員会では、つしま親子で舞台を楽しむ会と共催し、厳原町と美津島町の２会場で開催を続け
ています。東彼杵町教育委員会では、文化協会の皆さんと一緒に、昨年に引き続き当日２公演を取り組まれました。
また、教育委員会のコスモス大学を受講されている高齢者の皆さんも、子どもたちと一緒に舞台を楽しまれていまし
た。寺田保育園と厳原南保育園では、園といういつもの安心できる場所で、お友だちや先生と一緒に生の舞台を楽
しむ機会をつくられています。寺田保育園では学童の子どもたちも一緒に参加していました。厳原南保育園では年
長さん手作りのフォトフレームを演者にプレゼントしてくれました。 

   

 

 

 

 

 

 
 

☆子ども実行委員 大活躍！！       

島原市で「とことこ劇を観る会」として取り組んで１３年。実行委員会に参加していた子どもたちは、最初は自分
たちができるところをお手伝いしていました。そのうち子ども実行委員として話し合いにも参加するようになり、今で
は当日運営についても意見を出して主体的に関わってきています。これまで仕込みの間はホワイトボードに思い思
いに絵を描いて楽しんでいましたが、今回チラシを片手に皆で描いていたのがウエルカムボードでした。また、演者
へのプレゼントのクッキーは子どもたち発案の手作りで、チラシのイラストが飛び出してきたかのようでした。毎年祭
典の取り組みを続ける中で、少しずつ自分たちがやりたいことを形にしてきた子ども実行委員。そしてそのやる気を
頼もしく見守る大人の存在が、子どもたちの主体性と自信を育んでいくことを目の当たりにした今年の取り組みで
した。 
今回もどの会場にも、子どもたち 

の笑顔の花が咲き誇っていました。 
子どもの笑顔や笑い声は大人を元 
気にしてくれます。継続の力の源は、 
まさに子どもたちの笑顔と笑い声だ 
と実感しています。来年もまたたくさ 

んの笑顔の花を咲かせましょう！！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日にち 主催団体 開演 会　場 日にち 主催団体 開演 会　場

11/ 1(土) 佐世保子ども劇場 10:30 まちなかコミュニティセンター 11/ 6(木) 島原市こども課 10:00 島原市保健センター

　  2(日) 諫早子ども劇場 10:45 小栗ふれあい会館多目的ホール 　  7(金) 有家たちばなこども園 10:15 有家たちばなこども園

　  3(月祝)ながさき子ども劇場 11:45 市立図書館新興善メモリアルホール 　  8(土) 桜花保育園 16:00 桜花保育園 0歳児保育室

　  5(水) ありあけ幼稚園 10:15 園敷地内 子育て支援室 　 11(火) 壱岐子ども劇場 11:00 芦辺町クオリティライフセンターつばさ

★参加方法などについては各地の子ども劇場事務局までお問い合わせください。

作品名（団体名） 月日（曜） 開演時間 会　場 主　催

ふくろうぼうや月夜のぼうけん　　　　　　　　　　　　　　　（市立図書館・新興善メモリアルホール

　　　(くわえ・ぱぺっとステージ)                       　（長崎市）　　

バウムクーヘンとヒロシマ　 市民会館文化ホール

　　　　　　（イッツフォーリーズ） 　　　　　　　　　　　  （長崎市）

　 西地区コミュニティセンター

クモばんばとぎんのくつした 　　　　　　　　　　　　　（佐世保市）

             (劇団うりんこ） 諫早文化会館中ホール
　　　　　　　　 　   （諫早市）

子ども劇場 舞台鑑賞情報

12月14日(日） 諫早子ども劇場18:00

2025年
11月3日(月祝)

15:00 ながさき子ども劇場

16:30 ながさき子ども劇場11月22日（土）

12月13日(土） 17:00 佐世保子ども劇場



団体概要   子どもの豊かな成長と地域の子ども文化芸術振興に寄与する

ことを目的に 2002 年にＮＰＯ法人として活動を開始しました。長崎県内にある

４つの子ども劇場や、子どもに関わる団体や個人の方とのつながりを大切にしな

がら、地域の文化活動を支援しています。長崎県子ども舞台芸術祭典や舞台公演

のコーディネイト、講演会や学習会などの事業を行っています。 

   

 
 
  
 
  
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

★編集後記★ 

30年前県祭典を始めた当時は不登校や

いじめの問題も深刻化しており、県内の子ど

も劇場でも子どもをとりまく状況を少しでも

良くしていきたいと話していました。その後、

長崎県内で子どもが子どもを殺害するとい

う痛ましい事件も続き、子どもに関わる他団

体とも一緒に講演会や学習会なども取り組

んできました。 

今回 30年の祭典を振り返る時、子どもた

ちは親や友だち、地域の人たちと｢げき｣を

観る空間の中で交流しかけがえのない時

間をつくっていると確信することができまし

た。｢子どもたちを見つめる、子どもたちの地

域を見つめる｣を合言葉に、祭典を地域に

広げようと頑張ってきた 30年。生の舞台に

出会うことは、子どもたちだけではなく大人

の心も動かし、取り組みを通して大人同士

がつながり思いか広゚がっていくのを実感して

います。さらにより身近な地域での取り組み

は、直接子どもたちの溢れる笑顔や笑いに

触れ、それは地域の人たちを元気にもしてく

れます。「げき☓こども☓ちいきの可能性」

は、まだまだ広げられそうです。 

これまで祭典を続けてこられたのは、私

たちと同じように子どもたちのことを思い、苦

労をいとわず公演の取り組みを続けてきた

方々がいたからです。また祭典を共に創っ

てきた創造団体やご支援いただいた皆さま

にも感謝しています。そして、これからもぜ

ひ、子どもたちのことを語り合いながら一緒

に祭典を続けていきましょう！（Ｔ）   

  

雲仙市愛野町乙 5864 

 

長崎市元船町１６番１２号 

TEL 095-828-3125 

 

 

子どもに夢を！たくましく豊かな創造性を！  

私たちは子どもの文化を応援します。 

 

 

ＮＰＯ法人 

 長崎県子ども劇場連絡会 
〒850-0057 

長崎市大黒町 4-26  

北村第一ビル 303 号室 

TEL: 095-825-0533 

FAX: 095-825-6151 

E-MAIL: n.kogeki@alto.ocn.ne.jp 

 

県内子ども劇場 

ながさき子ども劇場 

TEL: 095-825-0533 

佐世保子ども劇場 

TEL: 0956-22-6747 

諫早子ども劇場 

TEL: 0957-23-5689 

壱岐子ども劇場 

TEL: 0920-44-5010 

 

 Web サイト 

http://www.nakogeki.sakura.ne.jp/ 

発行 

ＮＰＯ法人長崎県子ども劇場連絡会 

 

★ご意見･ご感想をお寄せください。 

 

＜学習交流企画＞ 

「仁科さん＆つげさんのトークライブ」 

♪と き ２０２５年 11月９日（土） 

1０：30～1２：30  

♪ところ 諫早市立図書館 視聴覚ホール    

♪資料代：1000円（アーカイブ含む） 

 

「クモばんばとぎんのくつした」（劇団うりんこ）の原作者であり絵本作家 

の仁科幸子さんと、この作品の演出を手がけたくわえ・ぱぺっとステージ

のつげくわえさんのトークライブ！ テーマは、自己肯定感。自分自身が自

分を認められるようになれたらいいな～。作者が作品に、演出が作品づく

りに、込めたおもいをお聞きします。子どもに関わる多くの方に聞いてほ

しいトークライブです。 

   お二人のお話を聞いたあとに、グループに分かれての感想交流、さらに

全体での交流と参加のみなさんにもおしゃべりの時間があります。   

ぜひお誘いあわせの上、お越しください。 

 

http://www.nakogeki.sakura.ne.jp/

